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団体名 活動名 内　容 写　真

国際ソロプチミスト
福島

留学生を招待しての「りんご狩り」

恒例の行事として、２２名の福島
大学がくの留学生を招待。福島平
野のせいの果樹園でりんご狩りを
楽しみ、茶道、フラワーアレンジメ
ントを楽しむ。

ライオンズクラブ国
際協会332－D地区

ＹＣＥ（Youth Camp &　Exchange）
青少年交換留学事業
①来日生
夏期：（7/11～8/6）フィンランド1名

ホストファミリーの受入により、そ
の家族及び地域社会において
様々なことを経験・見聞し知識を
深める。相互理解を深め国際親善
を促進する。福島県の現状を正確
に伝え、理解して頂く為の国際親
善大使として活躍する。最後に体
験発表をし、今後の活動に生か
す。

福島市 福島市外国人留学生生活補助

出入国管理及び難民認定法第２
条の２第２項 別表第１の４の「留
学」の在留資格を有し、福島市内
に住居地を有する者で、国民健康
保険に加入し、市内の大学（短期
大学、大学院を含む）及び専修学
校の専門課程に在学する者を対
象に、国民健康保険税に相当する
額を、予算の範囲内で定める額を
上限に補助する。

郡山市
中央キッズスクール
「オランダ・ハンガリーについて学ぼ
う」

福島大学に留学しているハンガ
リーの学生を講師として招き、市
内の小学生対象に同国の歴史や
文化に関する出前講座を実施し
た。

福島県
外国人留学生文化施設等無料観覧
制度（通年）

県内の文化施設管理者の協力を
得て、留学生が県内の文化施設を
無料で観覧できる制度。
福島県の文化、歴史などに対する
理解を深めてもらうことを目的とし
ている。
令和元年度は１０月１１日現在２１
４名に発行した。

留学生との交流事業等
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留学生との交流事業等

福島工業高等専門
学校

平成31年4月
国費外国人留学生留学生受入

機械システム工学科3年に1名、モ
ンゴルからの長期留学生計1名を
受け入れた。
（写真は留学生歓迎会の様子）

福島工業高等
専門学校

平成31年4月～令和元年7月
短期留学生インターンシップ受入

協定校であるフランス科学技術大
学から4名（ヴァランシェンヌ校、ブ
ロワ校、カレー校から各1名）及び
フィンランドトゥルク応用科学技術
大学から2名を受け入れた。それ
ぞれの専攻分野の指導教員の
下、研究活動を行った。
（写真は研究成果発表会の様子）

福島工業高等
専門学校

平成31年4月23日
いわき小名浜ロータリークラブ花見
例会

留学生10名、チューター2名、校長
及び校長補佐各1名が招待され、
日本の伝統芸能を鑑賞しながら交
流を図った。

福島工業高等
専門学校

令和元年8月4日～8月13日
（令和2年3月上旬にも開催予定）
The GREEN Programスタディツアー
実施

アメリカの公益財団法人The
GREEN Program と提携し、SDGｓ
の社会実装について学ぶ日本で
の唯一の研修として、廃炉の取組
や震災からの復興、原子力から再
生可能エネルギーへの転換等を
テーマとしたスタディツアーを実施
した。3月にも本年度2回目を実施
予定である。(写真は東京電力福
島第２原子力発電所見学の様子)

福島工業高等
専門学校

令和元年7月17日
メキシコ・グアナファト高専システム
生受入

協定校であるメキシコ・グアナファ
ト大学付属高専システムの学生9
名及び引率教員2名を受け入れ、
都市システム工学科実験や各学
科の授業見学等の他、交流会で
は、受入れ学生の準備してきたメ
キシコ文化紹介を聴講し、メキシコ
のお菓子やゲーム、日本の米料
理をとおして異文化交流を行っ
た。
（写真は交流会の様子）
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留学生との交流事業等

福島工業高等
専門学校

令和元年7月15日～7月26日
（令和2年1月上旬にも受入予定）
オーストラリア・マッコリ―大学生受
入

オーストラリア・マッコーリー大学
から3名を受け入れ、専攻分野の
指導教員の下、研究活動を行っ
た。
（写真は本校学生の英語授業の
補助の様子）

福島工業高等
専門学校

令和元年7月7日～7月13日
JSTS2019開催

国内外の協定校などを受入れ、
SDGs17 をベースとしたグループ
でのワークショップや様々な交流
活動をとおして、グローバルリー
ダーに不可欠なグローバルコミュ
ニケーション能力と、多様な集団で
協働する能力の向上を目指す。

福島工業高等
専門学校

令和元年12月15日
廃炉ロボコン
海外チーム(ポルトガル・ポルト工科
ポリテクニク)受入

文部科学省からの委託事業「廃炉
に関する基盤研究を通じた創造的
人材育成プログラム－高専間ネッ
トワークを活用した福島からの学
際的なチャレンジ－」の一環として
開催し、ロボット製作を通じて学生
に廃炉に関する興味を持たせると
同時に，学生の創造性の涵養に
貢献し，課題解決能力のみならず
課題発見能力を養うことを目的と
している。
海外チームとしてポルトガル・ポル
ト工科ポリテクの2チームを受入れ
る。

福島工業高等
専門学校

令和元年11月24日
いわき地球市民フェスティバル参加

外国にルーツを持つ人たちと一般
いわき市民が、自然な形で交流し
互いの思いを交換し合える場を、
「地球市民フェスティバル」として外
国人市民と協働しながら創り出
し、この一環としての外国にルー
ツを持ついわき市民によるスピー
チコンテストに本校から機械システ
ム工学科学生１名が参加する。

東日本国際大学
オーガニックコットン栽培種まき作業

①

留学生がオーガニックコットン栽培
の種まき作業等に参加し、市民と
交流を計りながら作業に汗を流し
ました。
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留学生との交流事業等

東日本国際大学
オーガニックコットン栽培種まき作業

②

留学生がオーガニックコットン栽培
の種まき作業等に参加し、市民と
交流を計りながら作業に汗を流し
ました。

東日本国際大学
オーガニックコットン栽培種まき作業

③

留学生がオーガニックコットン栽培
の種まき作業等に参加し、市民と
交流を計りながら作業に汗を流し
ました。

東日本国際大学
オーガニックコットン栽培種まき作業

④

留学生がオーガニックコットン栽培
の種まき作業等に参加し、市民と
交流を計りながら作業に汗を流し
ました。

東日本国際大学 別科学外学習
留学生別科生が学外学習を通し
て、知己住民と異文化交流を深め
ました。

東日本国際大学 広野町心の復興事業
大正大学の学生とスタディツアー
に参加しました。

東日本国際大学
いわき市日中友好協会による図書
券贈呈式

いわき市日中友好協会より、中国
からの留学生に図書券の贈呈が
あり贈呈式が執り行われると同時
に日中友好協会会員の皆様と交
流を深めました。
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留学生との交流事業等

東日本国際大学
いわき短期大学

いわきおどり
恒例のいわきおどりに留学生も参
加し、市民との異文化交流に汗を
流しました。

東日本国際大学
いわき市立中央台北中学校生徒と
の交流

いわき市立中央台北中学校の総
合学習の一環として「留学生との
交流会」に臨み、9か国16名の留
学生が、生徒に異文化理解（母国
の文化や習慣）などを紹介しまし
た。

東日本国際大学 海フェス2019in薄磯
留学生がスタッフとして運営に携
わり、地域の活性化に繋げられる
ような活動をしてきました。

東日本国際大学 広野町ここの復興事業

昨年に引き続き、今年も出店やス
テージショー、花火大会が行わ
れ、多くの町民や帰省中の方々で
大変な賑わいでした。

東日本国際大学
留学生が情報発信として、いわき市
公式PRビデオに出演

いわき市がインバウド振興の一環
として発信している、初めての外
国人観光客向けPRビデオ
「JAPAN　IWAKI」の制作に留学生
が出演し情報発信の一躍を担って
います。いわき市公式動画チャン
エル「ｉTune」で公開されています。

東日本国際大学 タイ青少年との国際交流
日本語・日本文化の研修として、
来学したタイ青少年と音楽を通し
て交流を深めました。
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留学生との交流事業等

東日本国際大学
中山間地域活性化活動（いわき市
田人貝泊地区）

本学ライオンズクラブのメンバーと
伴に留学生が地域活性化の一環
として地域の民家に家庭訪問し交
流しました。

東日本国際大学 海外研修
留学生も日本人学生と伴に海外
研修に参加し、異国での言語及び
文化を学んで来ました。

東日本国際大学 いわき地球市民フェスティバル
いわき地球市民フェスティバルに
留学生が参加し、市民と交流を深
めました。

東日本国際大学 異文化交流事業

例年実施している留学生と市民の
集い「異文化交流事業」の一環と
して、留学生と教職員及び市民の
皆さんとの韓国料理教室を実施し
交流を深めました。

福島大学
平成31年4月17日
春季新入留学生歓迎会

留学生・福大生・教職員100名以
上が参加して、春の新入留学生歓
迎会が開催された。国際交流サー
クルCOLORsの進行によりアイス
ブレイク、歓談、新入留学生自己
紹介、三味線の出し物等を通じて
参加者たちは積極的に交流を図
り、楽しい時間を過ごした。

福島大学
令和元年6月1日･2日
東北絆まつり(青森ねぶた祭)

福島市で開催された東北絆まつり
において留学生21名が福大生や
青森県民、福島市民と共にが青森
ねぶた祭のパレードに踊り手(ハネ
ト)として参加した。
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留学生との交流事業等

福島大学
令和元年6月26日
福島大学附属中学校公開授業

福島大学附属中学校において留
学生15名が公開授業(社会、理
科、美術、英語、道徳のうち関心
のある科目）を見学し、日本の中
学校での教育と母国での教育を比
較した。

福島大学
令和元年7月15日
NHK福島放送局撮影(ヒジャブ着用
モデル)協力

NHK福島放送局の依頼によりイス
ラム圏から留学中の留学生3名が
県内企業の製作するヒジャブを着
用し取材映像にモデルとして出演
した。取材映像は7月17日の福島
版「はまなかあいづToday」他東
北、全国地上波、BSの同局番組
の多くで複数回放送された。

福島大学
令和元年7月15日
松竹大歌舞伎公演鑑賞
(福島県文化振興財団)

福島県文化振興財団からの招待
により留学生5名がとうほう・みん
なの文化センターで開催された松
竹大歌舞伎公演を鑑賞し、日本の
伝統芸能に触れる機会を得た。

福島大学
令和元年7月17日
ベトナム・フォンドン大学短期研修
生との交流

ベトナムのフォンドン大学生2名が
来学した。交流会が開催され、学
生サークル団体COLORsやベトナ
ム人留学生約30名とゲームや歓
談をして交流を深めた。

福島大学
令和元年7月20日
ハンガリー料理教室
(相馬国際交流の会)

相馬国際交流の会の依頼により、
ハンガリー人留学生3名が相馬市
でハンガリー料理教室においてハ
ンガリー料理2品を紹介し、参加者
と調理、調理後は試食をしながら
交流を深めた。

福島大学
令和元年7月20日
ベトナムについての講演･交流会
(福島成蹊高校)

福島成蹊高校で開催されたベトナ
ムについての講演･交流会に留学
生3名が参加した。ベトナムの文
化、食文化や留学生達の日本に
留学している目的などについての
講演を行った後、高校生との交流
を深めた。
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留学生との交流事業等

福島大学

令和元年7月24日
中央キッズスクール
「オランダ・ハンガリーについて学ぼ
う」
(郡山市)

郡山市で開催された中央キッズス
クール「オランダ・ハンガリーにつ
いて学ぼう」にハンガリー人留学
生2名が講師として招かれ、小学
生にハンガリーの歴史や文化に関
する紹介をした。

福島大学

令和元年7月26日～28日
相馬野馬追ツアー
（福島相双復興官民合同チーム企
画グループ他)

野馬追に出陣する家庭に密着した
特別ツアーに留学生が参加した。
相馬野馬追を間近で見学するだ
けでなく野馬追に関わる多くの
人々と交流をした。事前学習、事
後報告会も開催、SNS等を通じ広
く福島の「いま」を発信した。

福島大学
令和元年8月2日
福島わらじまつり

留学生14名が、福島大学教職員
と一緒にわらじ祭りに参加し、福
島大学の浴衣を着用してわらじ踊
りを披露した。

福島大学
令和元年8月3日～4日
尾瀬モニタリングツアー
(福島県自然保護課)

留学生7名が福島県主催のモニタ
リングツアーに参加した。福島大
学の日本人学生5名他大学からの
参加者とともに尾瀬でのトレッキン
グ、蕎麦打ち、歌舞伎の化粧等を
体験し、尾瀬や桧枝岐の魅力を
SNS等で発信した。

福島大学
令和元年8月19日～31日
Fukushima Ambassadors Program X
Ⅳ

本学の協定校であるアメリカ・カナ
ダ・英国・ドイツの4カ国6大学から
留学生18名を招聘し短期プログラ
ムを実施した。日本人学生、交換
留学生とともに福島県内のフィー
ルドワークを通じて、福島の現状
や課題を学んだ。

福島大学
令和元年9月1日～5日
世界展開力事業

本学の協定校であるトルコの3大
学から留学生17名を招聘し、「農
業と防災・復興」をテーマとした短
期プログラムを実施した。
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留学生との交流事業等

福島大学
令和元年10月5日
ザ・まつり in 飯坂
(飯坂ロータリークラブ)

第29回目となる国際交流フェス
ティバル「ザ・まつり in 飯坂」に留
学生31名が参加し、八幡神社より
法被姿で神輿を担ぎ町内を練り歩
いた。穴原温泉での入浴、慰労会
にも参加し、終了後は飯坂けんか
祭りも見学した。

福島大学
令和元年10月22日
秋季新入留学生歓迎会

国際交流サークルCOLORsの協
力のもと、秋季新入留学生歓迎会
が開催され留学生･福大生･教職
員合計約80名が参加した。歓談、
留学生自己紹介の後、居合道部
とYOSAKOIサークル"源種”による
出し物の披露、ビンゴゲーム等、
楽しい時間を過ごした。

福島大学
令和元年11月4日
ホストタウンフェスティバルinふくしま
(福島市)

福島市主催の「ホストタウンフェス
ティバル in ふくしま」に、国際交流
センターとベトナム人留学生が出
展、パネル展示や資料配布の他、
ベトナム人留学生による料理の販
売をした。ステージイベントには、
ベトナム人に加えハンガリーとベラ
ルーシの留学生も出場、会場を盛
り上げた。

福島大学
令和元年11月9日
霊山登山
(伊達市)

伊達市主催のイベントに留学生9
名が参加し、伊達市民や他の外
国人参加者とともに霊山登山を楽
しんだ。登山後、道の駅伊達の郷
りょうぜんの見学もした。

福島大学
令和元年11月10日
世界BOSAIフォーラム

仙台市で開催された世界BOSAI
フォーラムの岩手･東北･福島の3
国立大学トップによるシンポジウ
ムに留学生9名が参加した。

福島大学
令和元年11月23日
りんご狩りと日本文化体験ツアー
(国際ソロプチミスト福島)

国際ソロプチミスト福島主催のイ
ベントに留学生23名が参加した。
清野農園でのりんご狩り、金剛院
では浴衣の着付け後、茶道、わら
じ踊りを体験した。



2019年4月～2020年3月

※留学生との交流事業については、ホームページへの掲載をいたしますので、実施事業の写真の添付をお願いいたします。

団体名 活動名 内　容 写　真

留学生との交流事業等

福島大学
令和元年12月7日
高校生との交流会
（福島東陵高校)

福島東陵高校で開催予定の交流
会に3か国からの留学生3名が参
加予定。それぞれが母国およびそ
の文化等について発表、その後、
高校生とのグループディスカッショ
ン等交流の予定。

福島大学
令和元年12月26日
冬休み楽習宿
（会津自然の家）

福島県会津自然の家主催の小学
5･6年生対象2泊3日の冬休み楽
習宿の初日に予定されているお楽
しみ交流会に留学生1名が参加し
母国や母国文化、小学生の頃の
様子を紹介、その後、交流を深め
る予定。


